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成果の概要／渡部正雄 

 

この度は 6/23-6/26 の会期で（渡航は 6/22-6/28）、SNMMI (Society of Nuclear 

Medicine and Molecular Imaging) 2018 Annual Meeting に参加してきました。 

今回採択された発表演題は島津製作所との共同研究で、MRI 対応の世界初の可搬

型 PET 装置に関するものです。我々はこの新しい PET 装置によって、臨床で用いら

れる GE 社製の PET/CT 装置と比較し、定性的・定量的に遜色ない画像が得られるこ

とを検証しました。今まで我々は画像再構成法としては、3D-DRAMA 法と NLM(non-

local-means)法を評価しましたが、今回の演題では、GE 社製の Q Clear 法に近い正

則化付き最尤推定という NLM 法を用いた画像を詳細に検討しました。NLM 法は、エ

ッジ保存型の NLM フィルターとスパース再構成手法を組み合わせた画期的な手法と

考えられていますが、演算に時間がかかる点、アルゴリズムに起因するノイズが残りや

すい点が問題点として挙げられています。検出器を被験者に近接させるなどして、画

質がかなり改善されることを確認し、従来の PET 装置と遜色ないことを明らかにしまし

た。定量値の評価としては、PET 検査で汎用される定量的指標(SUVmax/mean/peak, 

Metabolic Tumor Volume, Total Lesion Glycolysis)において、従来の PET/CT 装置

で得られた値と、この新しい PET 装置で得られた値との間に有意な強い正の相関が

あることを示し、定量値として信頼できることを明らかにしています。この成果を発表

し、Masahiro Iio MD. Travel Award を受賞することができました。 

 

Openingの Plenary Session の内容によると SV2A(synaptic density)の定量的 imaging

（11C-UCB-J）や Rb などの使用による心臓血流量の定量評価の進歩などが語られま

した。FDG の集積では Patlak Ki 値を見ることで悪性かどうかの判断の指標となりうる

ようでした。 

以下は私が今回の学会にて見聞を深めた内容です。 

 

＜Neuroimaging＞ 
11C-UCB-J は白質の絶対量を見ることで、海馬硬化症などによる癲癇の焦点の同定

や Alzheimer 病での海馬萎縮評価などの診断にも有用とのことです。18F-FDG の 2,3

倍程度、白質減少の鋭敏な指標となりうるとの講演もありました。それ以外に

neuroimaging領域ではα482-nAChRが Alzheimer 病で認知機能の変化と相関があ

ったという発表も見られました。 



＜Cardiovascular Imaging＞ 

Rb や NH3 の Rest, Stress の Imagingに加えて、18F-TPP+というミトコンドリアの膜電位

測定の知見に基づいた PET 撮像技術も発表されていました。梗塞部で欠損になるよ

うでした。MRIの T1 mappingなどとの対比でより診断に寄与する技術なのではないか

と考えられました。虚血後の心筋の denervation で 123I-MIBGシンチグラフィーが有用

な事は既に知られていると思われますが、それを 18F-LM1195 で評価するという取り組

みも始まっています。また、心筋の加齢性変化を 11C-Hydroxyephedrine の取り込みで

評価できるという知見もありました。 

 

＜Oncology＞ 

近年、治療と診断を兼ね合わせた Theranostic という造語が核医学の世界では重要

度を増しています。主に NET への PRRT, 前立腺癌への PRLT が有名です。前者へ

の診断には 68Ga-DOTATOC, 68Ga-DOTATATE, 68Ga-DOTANOC が有名で特に
68Ga-DOTATATE は FDAでも認可を受けています。前立腺癌にも 68Ga,18F などを使

用した PSMA（prostate-specific membrane antigen）が多数出ています。 

Theranosticのβ線治療は NETTER trial 以降、世界では標準治療になりつつありま

すが、追加の知見として NET grade3 症例においても効果が期待され、さらに再発例

でも追加治療することで治療効果の持続が期待できるそうです。現在ではヨーロッパ

などを中心に 177Lu-OPS201 といった somatostatin antagonist による治療が検討され

ています。総じて antagonistは agonist より受容体が多く、先行文献では NET 以外に

も非ホジキンリンパ腫や腎癌、大腸癌、非小細胞肺癌などでの somatostatin 

antagonistの発現は比較的多いとされていますので将来的にその方面での応用もあ

るかもしれません。Somatostatin receptor（agonist）の PRRT の応用では、Non NET 症

例では特に小児で、 Paraganglioma (SDHB mutation があるものなど)には Edmonton 

protocolが行われています。Neuroblastoma (10%で MIBG negative case あり)も適応と

して考慮されています。その他、子宮頸部の小細胞癌にも臨床応用例があります。

PRLT については 68Ga-PSMA11 を診断に使用しつつ、177Lu-PSMA617, 225Ac-

PSMA617 などでの治療が報告されています。それに加えて GRPR(Gastrin-releasing 

peptide receptor)を使用した 68Ga/177Lu-RM2の Theranostics も臨床応用されていま

す。 

Theranosticの分野ではβ線治療に加えて、α線治療が
225Ac,211At,212Bi,213Bi,212Pb,223Ra,227Th を中心に世界中で研究が進められています。神



経内分泌腫瘍(NET)では 90Y,177Lu の PRRT に抵抗性であった症例で 213Bi-

DOTATOC で治療を行い著効した症例が既に 2012 年の同 SMNMI の annual 

meetingで示されています。また Theranostic pair としては 203Pb を診断に、212Pb 治療

にという組み合わせも注目されています。Chelator としては DOTA,TCMC,PSC などが

注目されているようです。想定されている副作用としては 225Acでは肝障害,211Atでは

甲状腺障害（報告はなし）,212Bi,213Biでは腎障害,212Pb では上腹部痛,223Raは嘔気、

嘔吐、下痢などが挙げられます。 

その他、腫瘍ではαvβ3 を targetにした RGD製剤などの研究が盛んに行われてい

ます。RDG製剤と、GRPR を targetにした製剤を hybrid にした tracer も既に臨床応

用されています。Fibroblast activation protein(FAP) αが再活性化された間質や肉芽

組織で発現されますが、既に 131I で標識した imaging も既に報告されています。 

 

＜Instrument＞ 

装置では Total body PET の概念が浸透し始めており、臨床機器が出始めています。

感度は検出器の列数の 2 乗に比例しますので、1 分以下で線量 0.1mSv 以下での撮

像が理論的には可能です。 

 

この度は助成に採択いただき、学会発表の経験を積むとともに核医学の最新の知見

を得てくることができました。この場をお借りして深く御礼申し上げます。 


